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ていました。藤谷理事長のご尽力が大きいと思います。今年、
旧図書館跡にアートテーク（※1）が完成し、実質的にはあれ
がキャンパス整備計画の最後の大きな取り組みですね。プレ
ハブの頃も多摩美は凄く元気ではありましたが、これだけキャ
ンパスが充実したらもっともっと元気にやっていかないと。建
物が立派になったからといって優秀な卒業生が出るわけでは
ないので、さらに教育内容と連動させていかなければならな
い。そのような教育環境を整備していくこともこれから取り組
み、当時に負けない優秀な卒業生を輩出していきたいと思っ
ています。

本年2015年は、多摩美術大学創立80周年・校友会設立20
周年の記念すべき年にあたります。10月10日（土）に創立80周
年記念事業として「創立80周年記念式典」、「ホームカミング
デイ2015」が八王子キャンパスにて開催されました。
当日は、卒業生を対象とした「記念セレモニー＆パーティー」
のほか「国際シンポジウム」、「記念展」、「国際交流イベント」
などの数々のイベントが行われました。
今回は、藤谷宣人理事長、建畠晢学長そして校友会顧問の
鶴見雅夫先生のお三方に、当日の様子や今後の多摩美術大
学と校友会のビジョンなどについてお話をうかがいました。

記念事業を終えて

̶̶当日は、創立80周年記念事業として数々のイベントが開
催されましたが、まずはご感想をお聞かせください。

藤谷：一言で言えば感無量です。嬉しかったですね。多摩美
に関わって40年になりますが、非常によい記念事業になった
と思います。

建畠：僕はこの4月に着任したばかりの大きなイベントで、初
仕事みたいなものでした。10年間多摩美を離れていましたが、
僕が辞める頃からすでにキャンパスの新しい増設は始まってい
ましたが、戻って来るとまったくの別天地でした。昔は建物の
ほとんどがプレハブで、それはそれで活気はありましたが、今
は八王子キャンパスは整備され、美術系大学のキャンパスと
しては世界の中でも最も充実している美しいキャンパスになっ

2015年度校友会理事　　第 7期 3年目   
2015年 4月 1日～ 2016年 3月 31日

名誉会長：建畠晢   
顧   　 問：東海林隆　　
　　　　　鶴見雅夫

会　　長：寺内隆（3）　 　1972 　ID 
副  会  長：上田雄三（6） 　1976 　GD 
　　　　　齋藤敦子（6） 　1991 　ID 
事務局長：柏木弘（9）※　　1981 　染織 

理　　事： 津田祥夫（6） 　1964 　図平 
　　　　　庄山晃（2）※ 　1969 　演劇 
　　　　　児嶋眞作（3） 　1970 　GD 
　　　　　植村博（3） 　1971 　彫刻 
　　　　　山本博子（2）※ 　1974 　GD
　　　　　天野純治（6） 　1975 　油画 
　　　　　岡田真智子（3） 1975 　GD 
　　　　　野田裕示（9）※ 　1976 　油画 
　　　　　森博美（9）　　　1976 　D 
　　　　　村岡淳一（3） 　1979 　建築 
　　　　　森長俊六（3） 　1979 　彫刻 
　　　　　青木榮二（5） 　1980 　GD 
　　　　　今泉善雄（3） 　1981 　日画 
　　　　　川越三郎（3） 　1982 　彫刻 
　　　　　小林光男（4）※ 　1982 　ID
　　　　　税田和利（1） 　1982 　PD 
　　　　　相馬千賀（3） 　1982 　染織 
　　　　　水上嘉久（6）※ 　1983 　彫刻 
　　　　　小野範子（5） 　1984 　油画
　　　　　武田州左（4）※ 　1985 　日画
　　　　　米山貴久（1）※ 　1988       PD
　　　　　矢野英樹（6）※ 　1994 　二 D 
　　　　　米山建壱（1）※ 　1998 　芸術
　　　　　※印は学内教職員、 （  ）内は就任年数

ご挨拶

会長　寺内　隆（'72 ID）

校友会は会員相互の親睦、芸術文化の発展、多摩美術大学の発展を
目的としております。

今年度は多摩美術大学80周年、校友会20周年記念の年です。大学
主催の「創立80周年の記念式典」、「ホームカミングデイ2015in八王
子キャンパス」が行われました。多くの卒業生、及び大学関係者が集
まり盛大に行われました。校友会では「アート＆デザインは社会を豊か
にする」をメインテーマとして「結ぶ」をキーワードに国内外を含む15
支部に於いて様 な々イベントを企画し実施しております。

この「結ぶ」の企画は多摩美術大学の卒業生の結びつきはもとより、
美術と産業界、行政、教育機関との新しい関係を築き、今までに無い
ネットワークを作る事がねらいです。

今年度、私達は次の二つを目標にしております。一つ目は若い人が集ま
る魅力的な校友会を作ることです。多くの若い人の参加は校友会に活
力を生み出します。世代をこえた人達、価値観の違う人達、多様なジャ
ンルの人達の結びつきは新しい可能性を引き出します。

二つ目は積極的に社会貢献を行う。近年、社会は多様化しています。
多くの価値観があり、次への方向が見え難くなっています。美術の特性
は創造性、オリジナリティ、高い美意識です。

アーティストは豊かな表現力を持ちます。それらを活かすことは、社会
が健全で豊かな方向へ向かう事に役立ちます。今後、多摩美術大学の
卒業生、関係者皆様のご協力、ご指導を宜しくお願いいたします。

表紙：蜷川実花／すみだ水族館　クラゲ万華鏡トンネル（2015）

蜷川実花プロフィール：

東京都生まれ、1997年多摩美術大学美術学部グラフィックデザイン学科卒業後、
写真家、映画監督として国際的に活躍。沢尻エリカ主演の映画『ヘルタースケルター』

にて「新藤兼人賞」銀賞(2012)、「第13回VOCA展 2006-大原美術館賞」(2006)、「第
26回木村伊兵衛写真賞」(2001)など数多く受賞。「蜷川実花：Self-image」原美術
館 (2015)、ほか国内外で個展も多く開催。
http://www.ninamika.com

多摩美術大学校友会

会員数：38,706人
（物故、学内からの大学院進学者を除く）

［新任理事］

［退任理事］
任期中はお忙しいにもかかわらず、校友会活動にご協力いただきまして誠にありがと
うございました。これからも一校友会員としてご支援いただければ幸いです。

杉浦 充（'94建築）

（※１）ギャラリー、80周年メモリアルルーム、自由デッサン室（石膏室）、
大学院博士課程アトリエ、個人コレクション、アーカイヴ、竹尾ギャラ
リー、収蔵庫、事務室等から構成された知と創造の多面的複合施設。
写真提供：石黒写真研究室

特別インタビュー 大学創立80周年・校友会設立20 周年を語る

藤谷宣人理事長 × 建畠晢学長 × 鶴見雅夫校友会顧問 
進行：上田雄三 ［校友会副会長］

2015年10月15日（木）上野毛校舎 理事長室にて　14:00-15:00

［席順：左から建畠晢学長、藤谷宣人理事長、鶴見雅夫校友会顧問（名誉教授 /'66 院油）、進行：上田雄三校友会副会長（'76 GD）］

税田 和利（'82 PD） 米山 貴久（'88 PD） 米山 建壱（'98 芸術）
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鶴見：藤谷理事長の感無量と言うその言葉に私も尽きるので
すが、思い出せば私は多摩美が4年制大学になって（1953年）
の4期生なので、上野毛キャンパスの木造校舎で学びました。
当時、学生たちは設備に不満を持ちながらも、設備の整わな
い校舎で勉学に励んでいました。多摩美の建学の精神でもあ
る「自由」な雰囲気の中、アートを愛する学生が日本全国から
集まって来て、私学では結構倍率が高かったと記憶していま
す。学生はみんな貧しかったけど、同じ志をもつ情熱的な仲
間がいて、さらに先輩後輩の距離も近かった。廊下を歩け
ばギシギシ音がするような校舎でしたけど、それもそれなりに
楽しかった。そういう雰囲気が当時の多摩美にはありました。
今年こうして八王子キャンパスが整い、改めてその充実ぶりを
目の当たりにすると、当時の多摩美もよかったけれど、本当に
今の多摩美には感無量という言葉に尽きます。そこで私は今
度は中身だということを切実に感じます。中身を今後どう充実
させて、学生が勉強を重ねながら創作していくかを大いに期
待したい。卒業生の我 も々充実したキャンパスを見て母校が立
派になったことに誇りを持ち、校友会としても飛躍するような状
況を作れたらいいですね。これからも校友会全体でがんばる
ようなエネルギーが生まれれば最高の組織になると思います。

アートテークがオープン

̶ ア̶ートテークのこの建設計画はどのように進められたので
すか。 

藤谷：アートテークは、当初旧図書館を使って研究ゾーンを
作る構想を持っていましたが、旧図書館を研究ゾーンに変え
るだけでも相当投資しなくてはいけないということがわかり、
むしろ壊して新しく建てた方がいいのではないかということに
なったのです。またそのとき共通教育センター棟（旧本館）に
色 な々問題が浮上し、一時期工事を中断せざるをえなくなりま
した。その後共通教育センター棟（旧本館）の補修工事が無
事終了し、その時に研究を目的とだけでなく、多摩美が持っ
ているそれこそ文化多様性のものを研究、発掘、保存、発信
する場へとなるように計画し、現在のような形になりました。

̶̶そのアートテークでは、創立80周年記念展として、1Fと
2Fのギャラリーでアートドキュメンタリストとして活動する安齊
重男さん（多摩美術大学客員教授）による2つの写真展（※2）
が開催されました。当時を知る卒業生として多摩美のエネル
ギーを改めて感じました。

世界の中の多摩美を目指す

̶̶今回「記念式典」や「レセプション」に海外から多くの方々
がいらっしゃっていましたが、これからの多摩美術大学が国
際的に目指すべきところをお話ししていただけたらと思います。

藤谷：本学は現在、ヨーロッパの大学7校、アメリカの大学2
校、アジアの大学10校の、計19校と協定を結んでいます。今
回すべての大学の皆さんにお越しいただきました。これから
の大学はまさに国境のない時代に入っていくだろうと思います。
グローバルとローカルを兼ね合わせたようなグローカルな大学
を目指して、これまでの歴史と伝統を活かしながら、国際的
にも世界の中の多摩美としていきたい。今後更に協定校も増
やしていく予定です。

建畠：グローバリズムと大学が言うと、すぐに「英語で何％単
位が取れますか」とか「英語だけの単位で卒業できますか」と
か言われますが、一つの言語だけを普遍化していくというの
はグローバリズムではありません。グローバリズムというのは、
言語・人種・宗教などの多様性を認めるということで、その多
様性の典型がアートなんです。個人個人が多様だし国ごとに
文化も違う、そうした多様性を受け止めてくれる、あるいはま
すます膨らませてくれる大学でありたい。そういう意味では今
回19の協定校、ヨーロッパ、アメリカ、アジアからお越しい
ただいて、まさしく本当に多様性を認めるグローバリズムを反
映していると思います。レセプションでもシンポジウムでも色
んな形で交流が起きて、そういう意味では多摩美らしい本来
の多様性を共用する、グローバリズムのシンボリックなイベン
トになったと思います。さっき鶴見先生がおっしゃたように、
魂を入れるのはこれからです。最近は色んな大学で英語一辺
倒になっている、もちろん英語は大事ですけど、英語で全て
の文化をというのは問題です。多摩美は正しいグローバリズム
を目指していきたいと思います。

鶴見：今回、各国の大学の方々は、記念式典やレセプション
のほか、各学科に分かれる懇親会をおやりになったとお聞きし
ました。そういう風に現場の先生や学生たちが直接交流でき
る場は素晴らしいと思います。全学科を通してそのようなこと
ができれば、他校にない多摩美の自由な考えを広げていける
と思います。国際交流研究センターと言えばいいのかな、ホ
テルも兼ね備えて、海外から先生も手厚く迎えられるような国
際的な交流の場となるレジデンスがあればさらにいいですね。

̶̶今年、校友会は20周年を迎えました。これからの10年後、
20年後の未来における校友会は、どのようにあってほしいで
しょうか。

鶴見：校友会は難産に難産を重ねてできたのですが、こうし
て20年も経ち、組織としてもしっかりとしてきたので、これか
らも卒業生を軸にして発展していってほしい。今回こうして海
外から協定校の方々がいらっしゃって大変素晴らしいことだと
思いますが、さらなる今後の飛躍のために、積極的に交換留
学生のような形で国際交流が発展していってほしい。校友会
も世界中にネットワークを広げるために各国に支部を作りたい
ですね。

̶̶最後に卒業生へ向けて一言ずつお願いいたします。

藤谷：理事長を務めることになった時、是非多摩美に校友会
を作りたいと思いました。卒業生あっての大学という思いを強
く持っていました。八王子キャンパスの整備、教育組織の整
備、財政の整備等、大学もいくつもの構想を実現していかな
ければならない時でしたが、校友会組織を作るために北海道
から鹿児島まで多くの卒業生に会いに行きました。今は鶴見
先生や歴代会長の方々の努力が広がっていき、25の支部がで
きあがってこうして校友会は発展しました。今後も日本のみな

らず世界中に支部を広げ、さらなる発展を願っています。

建畠：多摩美の教授時代に1年間海外研修でニューヨークの
コロンビア大学の客員研究員をしていました。そのときに目に
したのは、校友会が大学の中心に立って、人、奨学金、就
職とか、色んな支援をして、それがその名門校の基盤になっ
ている。卒業生も4万人がいて、その人たちがみんな社会で
活躍しているから、多摩美とシンクロしていい関係ができたら
物凄い資産だと思う。利用するだけではなく、校友会の人た
ちにとっても多摩美が育っていくわけですから。僕は最初は
ね、校友会って卒業生がたまに同期と集まって、お茶を飲ん
でいるだけかと思ったら、アメリカは違うのですね。もっと強
力な組織なんですね。中核に立っている、そんな風に育って
いけばいいなと思います。

鶴見：まだ校友会は大学の力に凄く助けられていると思います。
藤谷理事長がおっしゃるように大学と校友会は一体だから、
互いに支え合っていければいいですよね。多摩美の卒業生は
色んな分野で活躍していますから、校友会からもっといろんな
形で大学に対して支援策を考えアプローチしていきたい。そう
いうことができれば大学と校友会がよりよい関係になり、お互
いの発展に繋がっていくと思います。

̶̶これからも校友会をよろしくお願いいたします。本日はお
忙しいところありがとうございました。

海外協定校一覧（2015年8月現在）
アアルト大学芸術デザイン建築学部（フィンランド）／ベルリン芸術大
学（ドイツ）／ヘリット・リートフェルト・アカデミー（オランダ）／ロイ
ヤル・カレッジ・オブ・アート、グラスゴー美術学校（イギリス）／オス
ロ国立芸術大学（ノルウェー）／ヨーテボリ大学ファインアート・応用
美術・舞台芸術学部（スウェーデン）／アートセンター・カレッジ・オ
ブ・デザイン、シンシナティ大学（アメリカ）／清華大学美術学院、中
央美術学院（中国）／国立台北芸術大学、国立台湾芸術大学（台湾）
／弘益大学校、東亜大学校、ソウル大学校美術大学、梨花女子大
学校造形芸術大学（韓国）／シラパコーン大学（タイ）／ナショナル・
インスティテュート・オブ・デザイン（インド）

（※2） ●１Fギャラリー：1970年以降のアートシーンから多摩美にゆ
かりのあるアーティスト・美術評論家らを撮影した写真展『安齊重男
の写真による̶多摩美をめぐる人々展』
●2Fギャラリー：「もの派」のドキュメント写真展『もの派̶70年代
　by Anzaï』
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安齊重男氏の写真による─多摩美をめぐる人々展
多摩美術大学八王子キャンパス アートテーク1F ギャラリー

TAUホールで行われた
卒業生対象のイベント：
第１部　記念セレモニー
和太鼓研究会演奏
開会宣言

藤谷宣人理事長挨拶
ル・クラブ・バシュラフに

よる演奏

第２部記念パーティー
建畠晢学長挨拶

理事長、学長、校友会会長、
校友会副会長による鏡開き
寺内隆校友会会長乾杯の挨拶
タンドリンマによる演奏
中野嘉之実行委員長に
よる挨拶、記念撮影

10月10日（土）に
様 な々イベントが八王子キャンパス

で行われました。
WELCOME BACK！ 
おかえりなさい

卒業生のみなさま！

芸術祭を３週間後に控え、
秋の気配漂う八王子キャンパス

には海外からのお客様を含む式典へ
の招待者約300名と卒業生とその家族
等約400名以上が学生、教職員と
ふれあい、にぎやかな一日

となりました。

等約400名以上が学生、教職員と

WELCOME BACK！ 

よる挨拶、記念撮影
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大学80周年･校友会20周年記念イベント

本年は大学80周年・校友会20周年の記念事業として、各支部が「アート＆デザインは社会
を豊かにする」をテーマに、地域社会とのつながりや結びつきをもてる企画を立て、実施し

ています。全15支部がいつもの支部活動とは少し趣きの異なる企画を各地でおこなっていま
す。これから開催する企画もありますので、会場近くにお立ち寄りの際は是非お越しください。

「結ぶ」企画一覧（開催日順）

群馬支部
群馬県出身の在校生とバスツアー参加受験生の交流会
2015年7月19日（日）
多摩美術大学八王子キャンパス

多摩教育の会
◉図画工作・美術教育の実技等研修講座
2015年8月5日（水）（講演・シンポジウム）・6日（木）

（実技研修）
多摩美術大学八王子キャンパス
◉教員採用二次試験対策講座
2015年8月14日（金）・19日（水）
CCAA アートプラザ

愛媛支部
淺山仁回顧展 そして緑の作家達と松山美術研究所展
2015年8月12日（水）～16日（日）
愛媛県美術館 本館

韓国支部
THE CROSSRUFF TAMA EXHIBITION
2015年8月12日（水）～18日（火）
ガイアギャラリー

愛知支部
講演会「身体をめぐる映像制作」 ～愛知芸術文化セン
ターの取り組み～
2015年8月22日（土）
ギャラリータマミジアム

福岡・佐賀・大分支部
第49回 出前アート大学＋第10回 九州地区多摩美術
大学校友会展
2015年9月4日（金）、9月8日（火）～13日（日）
福岡市立横手小学校・福岡市美術館

ニューヨーク支部
アートカードで結ぶ 
2015年9月16日（水）～ 9月29日（火）
Tenri Cultural Institute Gallery

静岡支部
静岡交流ひろば
2015年10月10日（土）（ホームカミングデイ2015）
多摩美術大学八王子キャンパス

神奈川支部
手織りワークショップ 『ランチョンマットをつくろう！』
2015年10月18日（日）
FEI ART MUSEUM YOKOHAMA

東北支部
東北支部チャリティー展
2015年10月20日（火）～25日（日）
晩翠画廊

北海道支部
大学創立80周年 校友会設立20周年 記念イベント・
札幌
2015年10月21日（水）～25日（日）
札幌駅地下歩行空間

関西支部
たまびのかたち
2015年11月3日（火）～8日（日）
兵庫県立美術館王子分館 原田の森ギャラリー

………………………【今後の予定】………………………

長野支部
千曲アートコンペ・デザインコンペ
2015年11月22（日）～12月6日（日）
アートまちかど

台湾支部
‐ 2015TMT 彫刻展　“___”＆ “___” -
2016年12月19日（土）
子隆山房・鎌倉塾

新潟支部
新潟支部会誌「新潟 TAMABI」制作
2016年1月末日配布予定

「結ぶ」企画
校友会には国内・海外あわせて25の支部があります。
支部の規模や参加者の人数はまちまちですが、それぞ

れのルールに従った独自の活動を通して会員どうしの親

睦を深めながら、芸術文化の発展に寄与しています。

現在、各支部より助成金の申請書および予算内訳書を

提出していただき、助成額を決定、年度末に決算報告

書を提出していただいております。

支部長懇談会の開催

今年度は6月6日（土）に、第22回支部長懇談会が開
催され、19支部の代表者が上野毛キャンパスに集まりま
した。校友会20周年・大学80周年記念イベント「結ぶ」
企画のプレゼン発表では、それぞれのバラエティに富ん

だ企画内容を支部間で共有でき、刺激的な懇談会とな

りました。

支部支援について

多摩教育の会
多摩教育の会定期総会
2015年8月5日（水）
多摩美術大学 八王子キャンパス

群馬支部
ぐんたまオープンキャンパスバスツアー
2015年7月19日（日）
群馬県～多摩美術大学 八王子キャンパス

千葉支部
第18回 千葉多摩美会展
2015年 6月16日（火）～21日（日）
千葉県立美術館

愛知支部
総会
2015年7月18日（土）
ギャラリータマミジアム

広島支部
広島支部定期総会懇親会
2015年7月31日（金）
桂林

新潟支部
第8回新潟多摩美展
2015年8月10日（月）～8月18日（火）
新潟市美術館 市民ギャラリー

愛知支部
第10回 多摩美愛知の会展
2015年7月18日（土）～26日（日）
ギャラリータマミジアム

福岡支部
第21回 福岡支部総会
2015年7月20日（月）
雑魚屋 天神店

神奈川支部
BIRTHPLACE ART 2015  -Tama Art University in Kanagawa-
2015年10月11日（日）～10月18日（日）
FEI ART MUSEUM YOKOHAMA

2015年6月6日　第22回支部長懇談会

支部活動記録
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校友会では、販売を目的としたチャリティ展覧会「小品展」を毎
年12月に実施しており、収益の一部を「奨学金基金」と「アート
の分野における東日本大震災義援金」への寄付に充てています。
第18回を迎える今年の小品展には、173名の卒業生が出品する
予定です。皆様のご来場をお待ちしております。

【告知】
第18回チャリティ展覧会「多摩美術大学校友会小品展2015」
会期：2015年11月29日（日）～12月5日（土）
会場：文房堂ギャラリー（神田神保町）
※詳しくは同封のDMをご覧ください。

【チャレンジ賞】
若手クリエイターの発表活動を支援する「チャレンジ賞」は「小
品展」来場者の投票結果をもとに選考されます。今年は24名の
応募がありました。皆様奮ってご投票ください。

校友会には「校友会奨学金」と、「校友会私費留学生奨学金」の二つの
奨学金制度があります。校友会奨学生は例年6月に公募いたしますので、
在学生の皆さまは是非ご応募ください。多摩美術大学校友会

小品展

「チャレンジ賞」概要

応募資格

　●「小品展」出品者

　●「小品展」開催年時、満40歳以下

　●指定期間に展覧会を企画している正会員

賞の内容

　●個展開催時のDM印刷代・郵送経費として5万円を授与

　●校友会ホームページでの開催告知

　●DMを個展開催地付近在住の卒業生へ事務局から送付

「小品展2014」のご報告

出品者：181名　来場者：約440名　作品点数：317点
販売作品点数：156点　期間中売上：75万5,520円
上記売り上げのうち、50％を作家への画料、25％を奨学金基金、
25％を「東日本大震災芸術・文化による復興支援ファンド（GBファ
ンド）」（公益社団法人企業メセナ協議会）への支援金としました。
チャレンジ賞受賞者： 5名（応募者8名）
小林大悟（'14日本画）、寺島さと子（'06院日本画）、長谷川彩
織（'14油画）、山根弘典（'06造形）、渡部未乃（'14油画）

チャリティ展覧会

校友会奨学金制度

　　　　　　　　　　　　　         対象　　　　          　形式

 校友会奨学金　　　　　     全学年　　　           公募

 校友会私費留学生奨学金    3年・4年・大学院生   研究室推薦（輪番制）

【平成27年度 校友会奨学金応募数】
計35名（美術学部15名＋造形表現学部7名＋大学院13名）

【平成27年度校友会奨学生選考委員会】

米谷清和（日本画）　 菊地武彦（油画）　　古谷博子（版画）
水上嘉久（彫刻）　　 小林光男（工芸）　　田中康夫（造形）
山本博子（GD）　　   濱田芳治（PD）　　  柏木弘（TD）
岸本章（環境）　

【平成27年度校友会奨学生成果報告会】
昨年度から、奨学生によるプレゼンテーション形式の成果報告会を開
催しています。
今年度報告会は2016年3月に八王子キャンパスにて開催予定です。
日程・会場等の詳細が決定し次第ホームページでお知らせいたします。

小林大悟（'14日本画）

山根弘典（'06造形）

寺島さと子（'06院日本画）

長谷川彩織（'14油画）

渡部未乃（'14油画）

【小品展2014】
チャレンジ賞受賞者作品

卒業後も意欲的に芸術活動に励んでいる
校友会員を支援するプログラムです。毎年
春に募集しますので、是非ご応募ください。

助成の対象：広く社会において「芸術文化
の振興・発展」に寄与する校友会員が5名
以上所属する非営利団体（代表者は正会
員）が企画する、展覧会・セミナー・講演
会・ワークショップ・発表会・出版・映像・
舞台等の会員の創作による発表活動

平成27年度「おとなの奨学金」は、選考の
結果、下記5グループの企画が助成対象と
なりました。

絵本とわたしと日本画
代表者：嶌田玲子（'14日本画）
「絵本とわたしと日本画展」
2014年日本画専攻卒業の6名による展覧会
会期：2015年11月16日（月）～ 21日（土）
場所：アートスペース羅針盤（中央区）
助成額：30,000円

Super Open Studio NETWORK
代表者：井出賢嗣（'06院油画）
「042 ar t area project 2015 SUPER 
OPEN STUDIO」
相模原市近郊のアトリエ23軒を一斉公開
するアートイベント

会期：2015年10月10日（土）～11月1日（日）
場所：アートラボはしもと（相模原市）他
助成額：125,000円

ソ‐ワ‐カ Ceremony for Hiroshima 
実行委員会
代表者：平林幸壽（'02油画）
「70 th an n ive r sa r y ce remony for 
Hiroshima after Atomic bombing by 
s-va-ha」
現代・美術・仏教ユニット「ソ‐ワ‐カ」（3
名）のイベント出演とその映像作品制作
実施日：2015年8月5日（水）
場所：広島平和祈念公園（広島市） 
助成額：47,295円

多摩美神奈川同窓会 ALTE
代表者：小原輝子（'63油画）
「festa2015 ALTE YOKOHAMA 多摩美展」

油画・水彩画・彫刻・日本画・染色・織物
など、幅広いジャンルの展覧会
会期：2015年11月16日（月）～ 22日（日）
場所：ガレリア・セルテ （横浜市）
助成額：89,550円

ちゃかほい会（多摩美大寮友会）
代表者：田中忠一（'54油画）
「第6回ちゃかほい展」
芸術梁山泊から育った有志によるジャンル
を超えた展覧会
会期：2015年10月29日（木）～11月5日（木）
場所：ギャラリー大和田（渋谷区）
助成額：70,000円

room312
代表者：西川量美（'11造形）
「room312 REUNION [やっぱり美術と
離れたくない ] 」
在学時に上野毛2号館312号室を使用して
いたルームメイト5人による展覧会
会期：2016年2月1日（月）～ 7日（日）
場所：月光荘 画室2（中央区）
助成額：25,000円

【平成27年度校友会奨学生】
森田 緩乃　日本画 2年
井上 瑞貴　油画 3年
戸張 花　油画 4年
加賀 遼也　GD 4年
伊藤 瑞穂　PD 4年

西 毅徳  環境 4年
馬場 美桜子　大学院 油画 2年
笹目 舞　大学院 油画 夜間主 1年
竹中 優香　大学院 彫刻 2年
呉 守珍　大学院 PD 1年

【平成27年度校友会私費留学奨学生】
CHEN Chueh Wen （台湾）  彫刻 4年
CHEN Tu Kuan （台湾）  情報 4年
LEE Ha Rang （韓国）  TD 4年
OH Su Jin （韓国）  大学院 PD 1年
GAO Wenlei （中国）  大学院 GD 2年

企画助成

「おとなの奨学金」
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出前アート大学では、卒業後社会で活躍する卒業生のクリエ
イターと共に、日本全国の小学校へ美術・デザインの授業を
出前しています。これからも多摩美校友会の特性を活かし、
社会に貢献したいと考えています。2015年に開催した授業
No.048、No.049をご報告致します。

「だれになる？なにになる？」
2015年 1月 30日（金） 宮城県白石市立大平小学校　

講師にアーティストの三宅信太郎さん（'96 版画）を迎え準備し
てきましたが、残念ながら当日は体調不良のため講師不在での
開催となりました。今回の授業では、事前に決めたテーマの世
界に住む「だれか」や「なにか」になりきる着ぐるみを制作し「自
分以外のだれかになりきってみる体験」を子どもたちに届けました。

出前アート大学

「キラキラ・ピカピカ・ふわふわ〜横手小学校アート回廊〜」
2015年 9月 4日（金） 福岡県福岡市立横手小学校
講師：塩川岳　（現代美術家／ '93院油）

ワークショップや体験型の作品を数多く手がける塩川岳さん。
「ダイナミックな協同制作を体育館で行いたい！」という小学校
からの要望と合わせ、授業を作り上げました。「キラキラ・ピカピ
カ・ふわふわ」をキーワードに、反射素材・蛍光素材・ビニール
素材などで大きな作品を6つ制作。素材の特性を五感で体験し
ながら制作・鑑賞する授業となりました。今回は福岡支部と連
携し「第10回 九州地区多摩美術大学校友会展」で子どもたちの
作品の一部と制作風景が展示されました。

授業 No.048

授業 No.049 日程：2015年6月7日（日）
会場：多摩美術大学 上野毛キャンパス
「定期総会」「ガーデン同窓会」の二部構成からなる「ホーム

カミングデー」を、今年は上野毛キャンパスにて開催いたしま

した。「定期総会」に60名、「ガーデン同窓会」には約120名の
卒業生が集まりました。

第一部　第21回多摩美術大学校友会定期総会

「定期総会」では、昨年度の校友会事業を報告し、今年度の

事業計画等について正会員のみなさまに承認をいただくこと

ができました。詳しくは本誌14ページに当日の議事録が掲載
されておりますのでご覧ください。

校友会ホームカミングデー 2015

第二部　ガーデン同窓会

「ガーデン同窓会」は、上野毛キャンパス3号館の映像スタジ
オをお借りして開催いたしました。理事長、学長を交えて幅

広い年代の卒業生が集まり、軽食を囲んで語らう楽しいひと

ときでした。また、昨年度で退職された堀浩哉先生（油画）、

佐藤晃一先生（GD）、寺内隆先生（PD）がお忙しい中ご出席
くださり、思い出話に花が咲く和やかな交流の場となりました。

みなさま来年もぜひお誘い合わせの上、お気軽にお越しくだ

さい。

講師：塩川岳
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正会員カード ……………………………………………………
「正会員」には正会員カードを発行しております。宿泊施設・観
覧料・画廊での展示・材料等の割引や大学付属図書館の利用等、
まだまだ十分ではありませんが、「正会員カード」をお持ちの方が
受けられる数々の特典があります。今後は特典をさらに増やすべ
く理事会でも努力してまいります。

正会員カード特典先を募集中！ ………………………………
校友会では「正会員カード」の特典を広く募集しています。美術
やデザイン関係に限らず、レストランやカフェ、その他ショップ
等、ご自身はもちろん、ご家族、ご友人にもお声かけいただき、
ご賛同くださる方をご紹介ください。よりいっそう魅力的な「正
会員カード」となるよう皆様のご協力お願いいたします。

名簿リスト・宛名シール提供について…………………………
校友会では、同窓会やグループ展など有志活動の際に名簿リス
ト、宛名シールを無料にて提供しております（個人情報保護方
針に基づき、個人的な使用目的には対応しておりません）。なお、
外部業者によって「多摩美術大学同窓会名鑑」などのタイトルで
名簿が販売されることがありますが、校友会とは一切関係があり
ませんのでご注意ください。

大学セミナーハウス利用について ……………………………
「富士山麓セミナーハウス（純林苑）」と「奈良古美術セミナーハ
ウス（飛鳥寮）」は、卒業生とそのご家族のご利用が可能です。
宿泊をご希望の方は、予約状況を確認いたしますので校友会事
務局までご連絡ください。
※「富士山麓セミナーハウス（純林苑）」は、現在建て替え工事
に伴い利用を中止しており、2016年4月より利用再開予定です。
詳しくは大学ホームページの【セミナーハウス】をご覧ください。

校友会ホームページをご活用ください ………………………
卒業生の情報をお待ちしております！
●個人情報の変更
フォームに入力するだけで、個人情報の変更手続きができます。
お引越しなどで住所が変更になった際は是非お知らせください。
●展覧会・イベント情報
校友会ホームページで、校友会会員（卒業生・教職員）、準会
員（在学生）の展示・イベント情報等を掲載しています。フォー
ムから皆様の展示情報をお知らせください。
●各種書類のダウンロード
「おとなの奨学金」「小品展」等の募集要項や各種書類もホーム
ページからダウンロードすることができますので、ご利用ください。
●多摩美術大学校友会ホームページ
http://www.tamabi.ac.jp/alt

※ホームページをご覧になれない方
〈個人情報の変更〉〈展覧会・イベント情報〉は、ハガキ、電話、
Eメールでも受け付けております。

●退職された先生方 ………………
長い間本当にありがとうございました。
五十嵐威暢第9代学長、佐藤晃一
先生（GD）、須永剛司先生（情報）、
田口敦子先生（GD）、寺内隆先生
（PD）、富樫克彦先生（環境）、堀
浩哉先生（油画）（50音順）

●訃報 ………………………………
三上晴子
情報デザイン学科メディア芸術コー
ス教授
三上晴子教授が2015年1月2日にご
逝去されました。心よりご冥福をお

祈りいたします。

木村一生
元グラフィックデザイン学科教授／
元絵画学科油画専攻教授
名誉教授（2003-）
木村一生名誉教授が2015年9月15
日にご逝去されました。心よりご冥
福をお祈りいたします。

●ご逝去された方々…………………
謹んでご冥福をお祈りいたします
石田佳子（'71油画）
祁答院慶昭（'57油画）

串戸泰二郎（'63図平）
クリステンセン古澤典子（'65図立）
栗原宏（'46図案）
小口直人（'64図立）
下田喜一（'52油画）
田中秀治（'73写真）
田中陽子（'99ID）
田辺光彰（'61彫刻）
手島壮子（'77D）
豊田由紀子（'64演劇）
林浩一（'75PD）
彦坂玲子（'06工芸）
古木正和（'98日画）
古谷健介（'11院油）

本道守（'52油画）
山口由利香（'80ID）

2014年10月～2015年10月10日までに
お知らせのあった方の掲載（敬称略・
50音順）
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事務局からのお知らせ


